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福岡市ボウリング協会

【設立年月日】
　1985（昭60）年　8月
【加盟年月日】
　1987（昭62）年
【会長】
　1987（昭62）年~　津田　隆士
【理事長】
　2001（平13）年~　四宮　和裕

【沿革】
　1987（昭62）年、第42回国民体育大会
（沖縄）の公開競技としての参加を機に、津
田隆士を会長に選出し、当協会が設立されま
した。先に発足していた全日本ボウリング協
会、福岡県ボウリング連盟でも要職を務めた
木林博一の指導力により、日本代表選手、
トッププロボウラーを多数輩出していること
は特記すべきことです。
【生涯ボウリングと競技ボウリング】
　福岡市民へのボウリングの普及と振興（生
涯ボウリング）、競技力の向上（競技ボウリ
ング）の2つの役割を担うべく活動を行って
参りました。

【昭和から平成】
昭和40年代から昭和50年代前半にかけ、

メディアでボウリングシーンが流れることも
多く、中山律子プロ（公益社団法人日本プロ
ボウリング協会元会長）が「さわやか律子さ
ん」として一世を風靡しボウリングブームと
言われる程の人気がありました。しかし、そ
の後のオイルショックでボウリング場の閉鎖
が相次ぎ徐々に下火となって行きました。

【韓国・釜山廣域市との交流】
1992（平4）年から約20年に渡り親善

大会を行い、2005（平17）年「ねんり
んピックふくおか2005」への特別招待、
2009（平21）、2010（平22）年「高校
生スポーツ交流大会」での交流を行っており
ました。

【市民総合スポーツ大会】
毎年、10月に開催されております福岡市

民総合スポーツ大会の種目にしていただいて
おり、同総合開会式での行進にも参加してお
ります。

【平成から令和へ】
「団塊世代を再びボウリング場へ!」を合

言葉にボウリング場と協力し、健康ボウリン
グ教室を開催致しております。

卒業生がクラブ化し、当協会の事業に参加
する方も出始めております。

将来的には、その方々のお孫さんの世代が
競技ボウラーとして活躍する場が提供出来れ
ば、ブームの再来と同時に競技力の向上に繋
がるのではないかと考えます。

しかし一方で、ボウリングブーム当時に建
設されたボウリング場の老朽化が進み、全国
各地で閉鎖の話が出てきております。

更に、昨年より世界で猛威を振るっており
ます新型コロナウイルス感染症の影響も閉鎖
を早める要因となってきております。

今後、ボウリング場の減少、少子化と与え
られた環境は非常に厳しいものではございま
すが、『屋内で天候に左右されず、老若男女
が一緒にプレー出来る』ボウリングの最大の
魅力を生かし、業界、愛好者一丸となって打
開していきたいと思っております。


